





















2 月 19 日 14:00-18:00  講演会(一般向) 終了後懇親会開催 
会場: 京大経済学研究科 2 階大会議室  京阪出町柳或は市バス百万遍・東一条下車  
司会・趣旨説明 京都大学大学院経済学研究科助教授 椙山泰生  
報告(1) 松下電器産業株式会社グローバル戦略研究所首席研究員 安積敏政 
        「日本のエレクトロニクス企業のアジア戦略」 
報告(2) 神戸大学経済経営研究所講師 上野正樹  






第Ⅰ部  記念シンポジウム「中国と日本の政治経済学－河上肇と中国、その後－」 
 ２００５年３月１６日（水） 午後２時から５時 
    京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
パネル 
三田 剛史（経済思想史研究者、『甦る河上肇－近代中国の知の源泉』藤原書店著者） 
張 小金 （政治経済学、アモイ大学教授） 
大西 広 （社会統計学、京都大学経済学研究科） 




 同日 午後６時１５分から８時 京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
中野 一新（京都大学名誉教授・河上肇記念会代表世話人）  
    「あいさつ：河上肇と京都大学」 
住谷 一彦（立教大学名誉教授・東京河上会代表） 
































































































ーは月にして 260 ペソから 500 ペソ程度しかなく、これは実は 10 ドルから 20 ドル程度に
過ぎないからであり、これでは超低価格の配給品の購入によってもとても生活ができない
からである。たとえば、配給品でもタバコ 1 箱で 2 ペソし、またヨーグルト一個で 2 ペソ
する上に、証明書がなければ買えないから、結局高価な自由市場で購入するしかない。こ
の場合、たとえば、缶コーラ一個だけで 13-25 ペソにもなる。ので、人々は決められたサ
ラリー以外にどのようにして収入を得ようか必死である。外国人相手の売春やガイド・通
訳(私も一人雇った)などにも流れているし、「教師や旅行ガイドはチップなどいろいろ副収
入があるからいいが、医者にはないので可愛そうだ」などといった話を何度も聞いた。も
ちろん、そもそもこうした手段を一切持たない階層としての年金生活者などは困り果てて
いるはずで、ある街角のオープン・カフェで私もそれらしき老女から物乞いをされたこと
があった。がしかし、それでも大局的には人々が生きている以上、何らかの形で「非国有
部門経済」が動いているはずで、その規模は相当ということになる。建前として「平等」
を掲げるのは良いが、実態としては相当にこうして貧富の格差が拡大しており、そろそろ
建前だけでは駄目になっているのではないだろうか。その点でも、中国の「先富論」をし
っかり学ぶ必要があるように感じた次第である。 
 ともかく、キューバの現状から改めて思い起こされるのは、中国の鄧小平改革の先見性
である。これをどれだけ科学の言葉で全世界に伝えるかが私たちの大きな課題である。現
状では必要な改革テンポに達していないと思われるキューバも、中国の経験から直ちに学
ぶことができれば、政権の崩壊を防ぐことができるかも知れない。 
 
